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第１９回  教科書作成の手順　
（１）「教科書の作成」とは
岡山ライトハウス点字出版所の売り上げの約７割は、盲学校等で使用している理療科（鍼灸師、マッサージ師の養成課程）の教科書です。教科書ですから、点字版だけではなく、大活字版、音声版（daisy版）も出版します。2023年度からは電子データ版も出版しています。
電子データには２種類あり、一つは活字用で、慶應義塾大学の中野研究室が開発したＵＤブラウザというアプリをｉＰｈｏｎｅまたはｉＰａｄで使用します。もう一つは点字用で、ケージーエス株式会社、有限会社エクストラが販売している点字用端末に対応しているものです。いずれも、その端末でないと表示できないように暗号化したデータを使います。ただし現在のところ、電子データ版については、活字版または点字版とのセット販売とし、現役の生徒、学生、先生に限らせていただいています。
　　　このように、「教科書の作成」とは、活字版、点字版、daisy版、ＵＤブラウザ版、点字データ版の５種類の作成ということになります。
　
（２）原稿の入手から内容の確定
　 　まず、著者の選定が最も重要であり、大変です。日本理療科教員連盟の先生方にアドバイスをいただき　ながら探してはいますが、新しい著者を見つけるには相当苦労します。現役の方か、退職されて間もない方がいいのですが、現役の方は忙しくされていますし、私どもの人間関係もそれほど広くはありませんので、なかなか難しいことです。
　
（３）逆算したスケジュール
　　　著者が決まったら、発行までのスケジュールを考えなければなりません。最終目標は、発行する年の３月の初旬に先ほどの５種類が全て完成していることです。そこから逆算してスケジュールを考えます。
　　　活字版は原稿が確定したら印刷会社に印刷、製本を発注します。これには１ヶ月ほどかかりますので、原稿確定は２月の初めまでにしなければなりません。点字版の作成については、所内で全ての工程を行います。１ヶ月で100冊余りを作成することは可能ですが、全15巻のものを40セット（600冊）も作ることは不可能ですので、２月初めに原稿が確定するといっても、それまでに大部分については完了していないと間に合いません。点字データ版の作成も原稿確定後に行います。
daisy版、ＵＤブラウザ版の作製には２ヶ月ほどかかります。岡山ライトハウスでは、daisy版のマスターをボランティア団体に作成（有料）していただいていますので、遅くても１２月の初旬にはdaisy版マスターの作成をお願いしなければなりません。並行して、所内でＵＤブラウザ版のデータを作成します。daisy版、ＵＤブラウザ版の作成中に、誤字や活字版と点字版との不一致などが見つかることも多く、daisy版、ＵＤブラウザ版が完成すれば、ようやく教科書の原稿が確定できるのです。
　　　編集、校正の作業には４ヶ月ほどかかりますので、７月の終わりには著者から原稿の全部をいただかなければなりません。ただし、７月の終わりに全部をまとめていただいても、編集、校正は間に合いません。いくらかずつ原稿をいただき、最終が７月の終わりということです

（４）編集、校正について
　 私どもでは、点字使用者と活字使用者とが二組のペアを作り、第１編集・校正、第２編集・校正を行っています。第１編集・校正の者が、著者からいただいた原稿のレイアウトを活字、点字で整え、読み合わせをしながら誤字や表現を修正していきます。内容が不確実なものは、専門書やインターネットで調べて修正します。 著者に確認しないといけないことは、その分量によりますが、ある程度まとまってから行います。
　  第２編集・校正のペアも、活字と点字とを読み合わせながら修正していきますが、基本的には活字印刷物に修正内容を書き込み、第１編集・校正のペアに戻します。
　  この作業が終わったら、外部の方に活字版、点字版の校正をお願いします。その際、可能なら、活字または点字のどちらかで著者校正をお願いし、次に、所内で活字版の校正を行います。
　　　これが終わって、索引に取り上げる語句をピックアップします。活字版では巻毎に索引を付けますので、まず活字版の索引データを作成します。点字版の索引は、全巻通してのものにしますので、取り上げる語句と点字の巻数、ページを書き出しておきます。（ここまでできたら、daisy版、ＵＤブラウザ版の作成スタート。）
　　そして、点字版は製版（塩化ビニール板）し、印刷したものによる最終校正を外部の方にお願いします。

　　　教科書の作成過程について、ご理解いただけたでしょうか。
私どもは、よりよい教科書作成に向けて、今後も努力してまいります。
　　筆者：志水克典（岡山ライトハウス点字出版所　所長、元岡山県立岡山盲学校教頭）
